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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向に貫通する内部空間を有する外側ブロックと、前記外側ブロックの上部に着脱
自在に装着され、排水路を有する内側ブロックとを備え、前記内側ブロックの下方におけ
る前記外側ブロックの内部空間に、ケーブル類を収納可能なケーブル収納管路が形成され
ているブロックセットであって、
　前記内側ブロックは、前記長手方向の一側部に、当該長手方向に沿った第１の排水路を
有する直進部を備え、前記長手方向の他側部に、一端が前記第１の排水路に連なり他端が
幅方向の外側に向けて開放された第２の排水路を有しかつ前記直進部と一体に形成された
変向部を備え、
　前記外側ブロックの幅方向の側部に、前記第２の排水路における前記他端を前記外側ブ
ロックの外部に開放させるための開口部が形成され、
　前記内側ブロックは、前記第１及び第２の排水路を形成する底壁及び側壁を有し、前記
変向部における前記底壁及び前記側壁が、前記直進部における前記底壁及び前記側壁から
幅方向外側へ向けて曲げられており、
　前記変向部が、幅方向外側に突出しかつ前記開口部内に配置される突出部を備えている
、ブロックセット。
【請求項２】
　前記第２の排水路における前記他端は、幅方向の両外側に向けて開放され、
　前記開口部が、前記外側ブロックの幅方向両側に形成され、
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　前記突出部が、前記変向部の幅方向両側に設けられ、かつ前記外側ブロックの幅方向両
側の前記開口部に配置されている、請求項１に記載のブロックセット。
【請求項３】
　前記第２の排水路は、前記一端と前記他端との間における側面が排水の流れの方向を緩
やかに変化させる湾曲形状に形成されている、請求項１又は２に記載のブロックセット。
【請求項４】
　前記第２の排水路は、前記一端と前記他端との間で流路面積を拡大させた部分を有して
いる、請求項１～３のいずれか１項に記載のブロックセット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のブロックセットと、
　前記ブロックセットにおける前記変向部側の長手方向の一端側に隣接して配置され、前
記ブロックセットのケーブル収納管路に接続されるケーブル収納管路を有する接続管と、
　前記ブロックセットにおける前記第２の排水路の前記他端に接続される排水路を有する
排水ブロックと、を備えている、分岐システム。
【請求項６】
　２つの前記ブロックセットが、長手方向に間隔をあけて配置され、両ブロックセットの
ケーブル収納管路同士を前記接続管を介して接続している、請求項５に記載の分岐システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーブル類を纏めて収納可能な電線共同溝としての機能と、排水用の側溝と
しての機能を併有するブロックセット、及びこれを用いた分岐システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　配電線、電話線及び光ファイバー等の各種のケーブル類を地中に埋設すれば、災害時の
緊急輸送道路の確保、円滑な消防活動、台風・地震等の災害時に強い街づくり、高度情報
化に向けての電力の安定した供給、及び、通信の信頼性の向上等を図ることができる。
　そこで、特に都市部においては、機能的な道路空間を形成しかつ美しい街並みを実現す
るため、歩道に埋設した電線共同溝（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）にケーブル類を纏めて収納するこ
とにより、道路を無電柱化することが進められている。
【０００３】
　かかる電線共同溝は、家屋へのケーブル類の引き込み距離を出来るだけ短くするため、
歩道の官民境界部に沿って設置されることが好ましい。
　しかし、歩道の官民境界部には、家屋からの生活排水を下水に流す側溝ブロックが設置
されている場合が多いため、電線共同溝を設置したい位置が既に側溝ブロックが設置され
ている位置と重複することがある。
【０００４】
　そこで、ケーブル類を纏めて収納可能な電線共同溝としての機能と、排水用の側溝とし
ての機能を併有する側溝ブロックが提案され、実施されている（例えば、特許文献１参照
）。
　この側溝ブロックは、左右の側壁とその下端部同士を繋ぐ底壁とを一体に有するブロッ
ク本体と、ブロック本体の上部側に嵌め込まれた排水路を有する排水ブロックとを備えて
おり、排水ブロックよりも下方におけるブロック本体の内部がケーブル類の収納するため
の管路（以下、「ケーブル収納管路」ともいう）になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－８４９９４号公報
【発明の概要】



(3) JP 6570865 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、側溝ブロックの排水路は、通常、道路の側端に沿って設けられるため、複数
の道路が交差する交差点では、当該交差点のコーナー部に沿って排水路が折れ曲がること
になる。しかし、側溝ブロックのケーブル収納管路は、必ずしも交差点のコーナー部に沿
って折れ曲がることはなく、交差する道路を横切って直進する場合もある。
【０００７】
　特許文献１記載の側溝ブロックは、排水路とケーブル収納管路とが、ともに側溝ブロッ
クの長手方向に沿って真っ直ぐに形成されているため、交差点において排水路とケーブル
管路とを異なる方向に分岐させたい場合には対応することが困難である。
　また、交差点に限らず、排水路を折り曲げる場合には、折曲部分に設置された排水桝に
排水路を接続するのが一般的である。
【０００８】
　本発明は、上記のような実情に鑑み、排水路とケーブル収納管路との分岐に対応するこ
とができるブロックセット、及びこれを用いた分岐システムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　（１）　本発明は、長手方向に貫通する内部空間を有する外側ブロックと、前記外側ブ
ロックの上部に着脱自在に装着され、排水路を有する内側ブロックとを備え、前記内側ブ
ロックの下方における前記外側ブロックの内部空間に、ケーブル類を収納可能なケーブル
収納管路が形成されているブロックセットであって、
　前記内側ブロックは、前記長手方向の一側部に、当該長手方向に沿って直進する第１の
排水路を有する直進部を備え、前記長手方向の他側部に、一端が前記第１の排水路に連な
り、他端が幅方向の外側に向けて開放された第２の排水路を有する変向部を備えているも
のである。
【００１０】
　以上の構成によれば、ブロックセットの内側ブロックが、長手方向の一側部に、当該長
手方向に沿って直進する第１の排水路を有する直進部を備え、長手方向の他側部に、一端
が第１の排水路に連なり、他端が幅方向の外側に向けて開放された第２の排水路を有する
変向部を備えているので、例えば２本の道路が交わる交差点のコーナー部において、ケー
ブル収納管路を一方の道路に沿って直進させたまま、排水桝を介することなく、排水路の
向きを他方の道路に沿った方向に変える（排水路を曲げる）ことが可能となる。
【００１１】
　（２）前記外側ブロックの幅方向の側部に、前記第２の排水路における前記他端を前記
外側ブロックの外部に開放させるための開口部が形成されていることが好ましい。
　このような構成によって、外側ブロックの側部の範囲内において第２の排水路の他端を
外部に開放させることができる。
【００１２】
　（３）前記第２の排水路における前記他端は、幅方向の両外側に向けて開放されていて
もよい。
　このような構成によって、ブロックセットにおける排水路の向きを長手方向に沿った方
向から幅方向両外側の２方向に変えることができる。
【００１３】
　（４）前記変向部は、前記外側ブロックよりも長手方向に突出して配置されていてもよ
い。
　この場合、外側ブロックに開口部を形成しなくても、第２の排水路の他端をブロックセ
ットの外部の開放させることができる。
【００１４】
　（５）前記内側ブロックにおける前記直進部と前記変向部とは、一体に形成されている



(4) JP 6570865 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

ことが好ましい。
　このような構成によって、外側ブロックに１つの内側ブロックを嵌め込むだけで、直進
部と変向部とを有する排水路を形成することができる。
【００１５】
　（６）前記内側ブロックにおける直進部と変向部とは、別体で形成されていてもよい。
　このような構成によって、内側ブロックにおける直進部と変向部とを個別に製造するこ
とができる。そのため、例えば、第２の排水路の曲がる方向が異なる複数種類の変向部の
いずれかと、１種類の直進部とを組み合わせて、排水路を形成することが可能となる。
【００１６】
　（７）前記第２の排水路は、前記一端と前記他端との間における少なくとも一方の側面
が、排水の流れに応じた湾曲形状に形成されていることが好ましい。
　このような構成によって、排水路の掃流量を高めることができ、土砂等の堆積を抑制す
ることができる。
【００１７】
　（８）前記第２の排水路は、前記一端と前記他端との間で流路面積を拡大させた部分を
有していることが好ましい。
　このような構成によって、内側ブロックの変向部に流入した排水の流れを緩和し、排水
の跳ね上がりを抑制することができる。
【００１８】
　（９）本発明の分岐システムは、
　上記（１）～（８）のいずれかのブロックセットと、
　前記ブロックセットにおける前記変向部側の長手方向の一端に隣接して配置され、前記
ブロックセットのケーブル収納管路に接続されるケーブル収納管路を有する接続管と、
　前記ブロックセットにおける前記第２の排水路の前記他端に接続される排水路を有する
排水ブロックと、を備えている。
【００１９】
　この構成によれば、ブロックセット及び接続管におけるケーブル収納管路によって、ケ
ーブル類を直進させた状態で収納することができ、ブロックセット及び排水ブロックにお
ける排水路によって、排水路の方向を変えることができる。したがって、本発明の分岐シ
ステムによれば、ケーブル収納管路と排水路とを異なる方向に分岐させることが可能とな
る。
【００２０】
　（１０）上記（９）の分岐システムにおいて、２つの前記ブロックセットが、長手方向
に間隔をあけて配置され、両ブロックセットのケーブル収納管路同士が前記接続管を介し
て接続されていてもよい。
　この構成によれば、例えば、２本の道路が交わる交差点において、隣接する２つのコー
ナー部に、それぞれ一方の道路に沿わせた状態で一直線上にブロックセットを配置し、両
ブロックセットの間に、他方の道路を横切った状態で接続管を配置することによって、ブ
ロックセット及び接続管のケーブル収納管路に収納したケーブル類を交差点で曲げること
なく一方の道路に沿って直進させることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のブロックセット及び分岐システムによれば、排水路とケーブル収納管路とを異
なる方向に分岐させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第１の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図であ
る。
【図２】図１のＡ部を拡大して示す平面図である。
【図３】図１のＡ部における側面図である。
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【図４】（ａ）は、図３のＢ－Ｂ線断面図、（ｂ）は、図３のＣ－Ｃ線断面図である。
【図５】ブロックセットの斜視図である。
【図６】ブロックセットの分解斜視図である。
【図７】側溝ブロックの斜視図である。
【図８】排水ブロックの斜視図である。
【図９】ブロックセットにおける内側ブロックの排水路の変形例を示す平面図である。
【図１０】ブロックセットの変形例を示す分解斜視図である。
【図１１】第２の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図で
ある。
【図１２】ブロックセットを示す斜視図である。
【図１３】ブロックセットの分解斜視図である。
【図１４】ブロックセットにおける内側ブロックの排水路の変形例を示す平面図である。
【図１５】第３の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図で
ある。
【図１６】図１５のＥ部を拡大して示す平面図である。
【図１７】ブロックセットの斜視図である。
【図１８】ブロックセットの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　〔第１の実施形態〕
　図１は、第１の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図で
ある。
　図１には、２本の道路Ｒ１，Ｒ２が十字状に交わる交差点Ｋが示されている。各道路Ｒ
１，Ｒ２の両側部には、排水路３０を有する側溝が設けられている。このうち、交差点Ｋ
の隣接する２つのコーナー部Ｃ１，Ｃ２（図１におけるＡ部）には、排水路３０としての
機能とケーブル収納管路（電線共同溝）２０としての機能とを有し、かつ排水路３０とケ
ーブル収納管路２０との分岐部を有する本実施形態のブロックセット１０が設置されてい
る。
【００２４】
　図１のＡ部において、実線矢印ａは排水路３０の経路を示し、点線矢印ｂはケーブル収
納管路２０の経路を示している。排水路３０は、交差点Ｋのコーナー部Ｃ１，Ｃ２におい
て道路Ｒ１と道路Ｒ２に沿って配置され、９０°の角度で折れ曲がっている。これに対し
て、ケーブル収納管路２０は、交差点Ｋのコーナー部Ｃ１，Ｃ２において折れ曲がらず、
１本の道路Ｒ１に沿って直進している。したがって、各コーナー部Ｃ１，Ｃ２に配置され
たブロックセット１０において、排水路３０とケーブル収納管路２０とが異なる方向に分
岐している。
【００２５】
　また、各ブロックセット１０の長手方向の一側部には、排水路３０とケーブル収納管路
２０とを有する側溝ブロック１１０が接続され、長手方向の他側部には、ケーブル収納管
路２０を有する接続管４０が接続されている。各ブロックセット１０における長手方向の
他側部には、排水路３０を有する排水ブロック５１が直交状に接続されている。
【００２６】
　図２は、図１のＡ部を拡大して示す平面図、図３は、同側面図である。図４（ａ）は、
図３のＢ－Ｂ線断面図、図４（ｂ）は、図３のＣ－Ｃ線断面図である。また、図５は、ブ
ロッのクセット１０の斜視図、図６は、ブロックセット１０の分解斜視図である。
　なお、本明細書においては、図５及び図６に示すように、ブロックセット１０の長手方
向に対して水平に直交する方向を幅方向という。
【００２７】
　本実施形態のブロックセット１０は、図４～図６に示すように、外側ブロック１１と内
側ブロック１２とを有している。
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　外側ブロック１１は、プレキャストコンクリート製であり、略直方体形状に形成されて
いる。外側ブロック１１は、幅方向に一対設けられた側壁２１と、一対の側壁２１の下端
部を接続する底壁２２とを有している。外側ブロック１１は、長手方向の両端と上端とが
開放され、長手方向に貫通している。外側ブロック１１の上端開口部は、蓋部材１３によ
って閉鎖されている。外側ブロック１１の内部空間の下部側には、ケーブル類を纏めて収
容するためのケーブル収納管路２０が形成される。図４に示すように、ケーブル収納管路
２０には、ケーブル類を通すためのさや管６０が配置されている。
【００２８】
　図５及び図６に示すように、内側ブロック１２は、外側ブロック１１の上端開口部から
外側ブロック１１の内部に嵌め込まれ、外側ブロック１１内の上部に着脱可能に装着され
る。外側ブロック１１の側壁２１の内側には、長手方向に沿って延びる段部２１ａが形成
され、この段部２１ａ上に内側ブロック１２が載置される。ケーブル収納管路２０は、内
側ブロック１２の下方に形成されている。
【００２９】
　内側ブロック１２は、プレキャストコンクリート製であり、幅方向に一対設けられた側
壁３１と、一対の側壁３１の下端部を接続する底壁３２とを有している。一対の側壁３１
と底壁３２とによって囲まれた空間が排水路３０とされている。一対の側壁３１の上端開
口部は、外側ブロック１１の上端に嵌め込まれた蓋部材１３によって閉鎖される。
【００３０】
　内側ブロック１２は、図６に示すように、長手方向の一側部に直進部３３を備え、長手
方向の他側部に変向部３４を備えている。直進部３３には、ブロックセット１０の長手方
向に沿った排水路（第１の排水路）３０ａが形成されている。これに対して、変向部３４
には、長手方向から幅方向へ９０°向きが変えられた排水路（第２の排水路）３０ｂが形
成されている。変向部３４の排水路３０ｂの一端３０ｂ１は、直進部３３の排水路３０ａ
に連なっている。変向部３４の排水路３０ｂの他端３０ｂ２は、幅方向の外側へ向けて開
放されている。言い換えると、排水路３０ｂの他端３０ｂ２は、長手方向に対して交差す
る方向に向けて開放されている。
【００３１】
　内側ブロック１２の変向部３４は、排水路３０ｂの一方の端部３０ｂ２側に幅方向外側
へ突出する突出部３４ａを有している。この突出部３４ａにより、変向部３４の幅寸法ｗ
２は直進部３３の幅寸法ｗ１よりも大きく形成されている。
【００３２】
　外側ブロック１１の一方の側壁２１における長手方向の一方側には、矩形状の切り欠け
（開口部）２１ｂが形成されている。この切り欠け２１ｂは、段部２１ａよりも上側の領
域に形成されている。
　図５に示すように、内側ブロック１２を外側ブロック１１の上部に嵌め込んだとき、変
向部３４の突出部３４ａは、側壁２１の切り欠け２１ｂに配置され、突出部３４ａの先端
面が、外側ブロック１１の側壁２１の外面と面一に配置される。そして、変向部３４にお
ける排水路３０ｂの一方の端部３０ｂ２は、ブロックセット１０の一側部において開放さ
れている。
【００３３】
　蓋部材１３は、プレキャストコンクリート製であり、平面視において内側ブロック１２
と略同じ平面形状に形成されている。したがって蓋部材１３は、長手方向の一方側に、幅
方向に突出する突出部１３ａを備えている。この突出部１３ａは、内側ブロック１２にお
ける突出部３４ａを上方から覆う。なお、蓋部材１３は、複数に分割されていてもよく、
その一部又は全部がグレーチングにより構成されていてもよい。
【００３４】
　図１～図３に示すように、交差点Ｋの２つのコーナー部Ｃ１，Ｃ２には、２つのブロッ
クセット１０が、道路Ｒ１に沿って一直線上に配置され、その間には、両ブロックセット
１０のケーブル収納管路２０を接続する接続管４０が設けられている。一方のブロックセ
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ット１０のケーブル収納管路２０に収容されたケーブル類は、接続管４０の内部に形成さ
れたケーブル収納管路４０ａを通って他方のブロックセット１０のケーブル収納管路２０
に収容される。
【００３５】
　また、直進部３３側におけるブロックセット１０の長手方向の一側部には、図７にも示
すように、排水路１１２ａとケーブル収納管路１１１ａとがともに長手方向に沿って直進
するタイプの従来公知の他の側溝ブロック１１０（例えば、特許文献１参照）が接続され
る。この側溝ブロック１１０は、外側ブロック１１１と内側ブロック１１２とを備え、外
側ブロック１１１の上部に内側ブロック１１２が着脱自在に嵌め込まれている。そして、
内側ブロック１１２の内部に排水路１１２ａが形成され、外側ブロック１１１の内部空間
の下部側にケーブル収納管路１１１ａが形成されている。外側ブロック１１１の上部開口
部には長方形状の板材からなる蓋部材１１３が嵌め込まれ、排水路３０の上側を覆ってい
る。
【００３６】
　図１～３に示すように、２つのブロックセット１０における変向部３４の排水路３０ｂ
は、交差点Ｋのコーナー部Ｃ１，Ｃ２に沿うように排水の流れの方向が変更する。排水路
３０ｂには、図２及び図８に示すように、排水路５１ａを有する排水ブロック５１が接続
される。この排水ブロック５１は、断面略Ｕ字形状に形成され、長手方向の両端と上端と
が開放された形状とされている。
【００３７】
　以上の構成により、交差点Ｋには、一方の道路Ｒ１に沿って直進するケーブル収納管路
２０に対して、一方の道路Ｒ１から他方の道路Ｒ２に沿って折れ曲がり、ケーブル収納管
路２０から分岐する排水路３０を備えた分岐システムが構成されている。
【００３８】
　図２及び図６に示すように、内側ブロック１２の直進部３３及び変向部３４における排
水路３０ａ，３０ｂの幅は略一定とされ、両排水路３０ａ，３０ｂにおける流水容量が同
等となるように設計されている。また、変向部３４の排水路３０ｂは、その両側面３０ｂ
３，３０ｂ４が排水の流れの方向を緩やかに変化させるように円弧状に湾曲している。そ
のため、排水路３０ｂにおける掃流量を高めることができ、排水路３０ｂにおける土砂等
の堆積を抑制することができる。
【００３９】
　〔第１の実施形態の変形例〕
　図９は、第１の実施形態の変形例に係る内側ブロックの排水路を示す平面図である。
　図９（ａ）に示す内側ブロック１２は、変向部３４における排水路３０ｂの一方の側面
３０ｂ４が９０°の角度で折れ曲がっているが、他方の側面３０ｂ３は、円弧状に湾曲し
ている。この変形例においても、側面３０ｂ３により排水路３０ｂにおける掃流量を高め
ることができ、排水路３０ｂにおける土砂等の堆積を抑制することができる。
【００４０】
　図９（ｂ）に示すものは、変向部３４が、突出部３４ａに加えて、当該突出部３４ａと
は反対側に突出する突出部３４ｂを備えたものとなっている。この内側ブロック１２が嵌
め込まれる外側ブロック１１は、図１０に示すように、幅方向両側の側壁２１に切り欠け
２１ｂが形成されており、両切り欠け２１ｂに突出部３４ａ，３４ｂが配置される。この
変形例では、変向部３４における排水路３０の向きが幅方向に関してどちらの方向の変わ
る場合であっても、同一の外側ブロック１１を適用することができる。また、後述する第
２の実施形態のように、排水路３０が幅方向両側に折れ曲がる排水路３０ｂを有する内側
ブロック１２を用いる場合にも、同一の外側ブロック１１を適用することができる。
【００４１】
　図９（ｃ）に示す内側ブロック１２は、図９（ａ）の排水路３０ｂの形状と、図９（ｂ
）の突出部３４ｂとを組み合わせたものである。
　図９（ｄ）に示す内側ブロック１２は、図９（ｂ）と同様に変向部３４に突出部３４ａ
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，３４ｂが形成されるほか、排水路３０ｂの中央部３０ｂ６は、排水路３０ｂの各端部３
０ｂ１，３０ｂ２よりも流路面積が拡大され、平面視で略正方形（矩形）に形成されてい
る。
【００４２】
　本実施形態では、直進部３３から変向部３４に流入した排水の流れを排水路３０ａの中
央部３０ｂ６において緩和することができ、排水の跳ね返りを抑制することができる。
【００４３】
　〔第２の実施形態〕
　図１１は、第２の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図
である。
　図１１には、２本の道路Ｒ１，Ｒ２がＴ字状に交差する交差点Ｋが示されている。各道
路Ｒ１，Ｒ２の幅方向両側には、排水路３０を有する側溝が設けられている。このうち、
交差点Ｋの１つのコーナー部（図１１におけるＤ部）Ｃ３には、排水路３０とケーブル収
納管路２０とを有し、かつ排水路３０とケーブル収納管路２０との分岐部を有するブロッ
クセット１０が設けられている。
【００４４】
　図１１のＤ部において、実線矢印ａは排水路３０の経路を示し、点線矢印ｂはケーブル
収納管路２０の経路を示している。ブロックセット１０に形成された排水路３０は、道路
Ｒ１に沿って図１１の左から右へ流れている。そして、交差点Ｋのコーナー部Ｃ３におい
て図１１の下側へ向けて折れ曲がっている。また、道路Ｒ２に沿った排水路３０が、コー
ナー部Ｃ３においてブロックセット１０の排水路３０に接続されている。したがって、ブ
ロックセット１０において、排水路３０の向きは幅方向の両側に変更される。これに対し
て、ケーブル収納管路２０は、交差点Ｋのコーナー部Ｃ３において折れ曲がることなく、
１本の道路Ｒ１に沿って直進している。したがって、コーナー部Ｃ３に配置されたブロッ
クセット１０において、排水路３０とケーブル収納管路２０とが異なる方向に分岐してい
る。
【００４５】
　図１２は、ブロックセット１０を示す斜視図、図１３は、ブロックセット１０の分解斜
視図である。
　本実施形態のブロックセット１０は、外側ブロック１１の両側壁２１に切り欠け２１ｂ
が形成されている。また、内側ブロック１２の変向部３４は、幅方向両側に突出部３４ａ
，３４ｂを有している。変向部３４には、一端３０ｂ１が直進部３３の排水路３０ａに接
続され、他端３０ｂ２，３０ｂ５が幅方向両側に向けて開放された排水路３０ｂが形成さ
れている。
【００４６】
　変向部３４の排水路３０ｂの中央部３０ｂ６は、端部３０ｂ１，３０ｂ２，３０ｂ５よ
りも流路面積が拡大され、平面視で略正方形状（矩形状）に形成されている。
　図１１及び図１２に示すように、ブロックセット１０の幅方向両側において、変向部３
４の排水路３０ｂには、図８に示したような排水ブロック５１が接続される。また、図１
１に示すように、ブロックセット１０の長手方向一側部には、図７に例示したような側溝
ブロック１１０が配置される。これに対して、ブロックセット１０の長手方向他側部には
、図２及び図３に示したような接続管４０が接続され、ブロックセット１０内のケーブル
収納管路２０及び接続管４０内のケーブル収納管路４０ａ内にケーブル類が真っ直ぐに収
納される。
【００４７】
　〔第２の実施形態の変形例〕
　図１４は、第２の実施形態の変形例に係る内側ブロックの排水路を示す平面図である。
図１４（ａ）に示す内側ブロック１２は、変向部３４における排水路３０ｂの端部３０ｂ
２，３０ｂ５が幅方向両側において開放され、変向部３４の一端３０ｂ１と他端３０ｂ２
，３０ｂ５との間における排水路３０ｂの側面３０ｂ４，３０ｂ７が円弧状に湾曲した形
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状に形成されている。このような構成によって、排水の掃流量を高め、土砂等の堆積を抑
制することができる。また、直進部３３及び変向部３４における排水路３０ｂの幅は略一
定とされる。
【００４８】
　図１４（ｂ）に示す内側ブロック１２は、変向部３４における排水路３０ｂの端部３０
ｂ２，３０ｂ５が幅方向両側において開放され、変向部３４の一端３０ｂ１と他端３０ｂ
２，３０ｂ５との間の排水路３０ｂの側面３０ｂ４，３０ｂ７が、９０°の角度で角張っ
ている。その他の点は、図１４（ａ）に示す内側ブロック１２と同様である。
【００４９】
　〔第３の実施形態〕
　図１５は、第３の実施形態に係るブロックセットが設置される交差点を示す平面説明図
である。
　図１５には、２本の道路Ｒ１，Ｒ２が十字状に交わる交差点Ｋが示されている。この交
差点Ｋにおける各コーナー部には、隅切り部Ｓが設けられている。各道路Ｒ１，Ｒ２の両
側部、及び隅切り部Ｓには、排水路３０が設けられている。このうち、１つの隅切り部Ｓ
（図１５におけるＥ部）の両側には、排水路３０としての機能とケーブル収納管路２０と
しての機能とを有し、かつ排水路３０とケーブル収納管路２０との分岐部を有する本実施
形態のブロックセット１０が設置されている。
【００５０】
　図１５のＥ部において、実線矢印ａは排水路３０の経路を示し、点線矢印ｂは、ケーブ
ル収納管路２０の経路を示している。排水路３０は、道路Ｒ１、隅切り部Ｓ、道路Ｒ２に
沿って折れ曲がって配置されている。これに対して、ケーブル収納管路２０は、道路Ｒ１
と道路Ｒ２とに沿って配置されているが、隅切り部Ｓには沿わず、隅切り部Ｓの近傍に設
置されたハンドホール７０に接続されている。したがって、隅切り部Ｓの両側に配置され
たブロックセット１０によって、排水路３０とケーブル収納管路２０とが異なる方向に分
岐されている。
【００５１】
　図１６は、図１５のＥ部を拡大して示す平面図である。図１７は、ブロックセットの斜
視図、図１８は、ブロックセットの分解斜視図である。
　図１７及び図１８に示すように、本実施形態のブロックセット１０は、第１及び第２の
実施形態で説明したような切り欠け２１ｂが外側ブロック１１の側壁２１には形成されて
おらず、当該側壁２１が長方形状の板材により構成されている。
【００５２】
　内側ブロック１２は、直進部３３と変向部３４とを有している。直進部３３には長手方
向に沿った排水路（第１の排水路）３０ａが形成されている。変向部３４には長手方向に
対して傾斜した方向に沿った排水路（第２の排水路）３０ｂが形成されている。直進部３
３は、外側ブロック１１の略同じの長さ寸法を有し、外側ブロック１１の長さ全体を占め
る範囲で設けられている。これに対して、変向部３４は、外側ブロック１１よりも長手方
向に突出して配置されている。そして、変向部３４の排水路３０ｂは、長手方向に沿って
形成された排水路３０ａに対して約４５°の角度で折れ曲がり、その端部３０ｂ２が幅方
向の外側（斜め外側）に向けて開放されている。
【００５３】
　図１６に示すように、変向部３４における排水路３０ｂの端部３０ｂ２には、隅切り部
Ｓに配置された排水ブロック５１が接続されている。したがって、隅切り部Ｓを挟んで両
側に配置されたブロックセット１０の各変向部３４は、排水ブロック５１を介して接続さ
れている。
【００５４】
　以上より、本実施形態のブロックセット１０は、交差点Ｋの隅切り部Ｓにおいて、排水
路３０とケーブル収納管路２０とを異なる方向に分岐させる場合に好適に利用することが
できる。
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　また、本実施形態のブロックセット１０は、内側ブロック１２の変向部３４が外側ブロ
ック１１から突出しているので、外側ブロック１１には、変向部３４における排水路３０
ｂの端部を開放させるための切り欠け（開口部）を形成しなくてもよい。そのため、外側
ブロック１１として従来と同様のもの（例えば、図７参照）を用いることができる。
【００５５】
　なお、今回開示した実施形態は例示であって制限的なものではない。本発明の権利範囲
は特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲の構成と均等の範囲内での全ての変更
が含まれる。
　例えば、上記実施形態においては、内側ブロックの直進部と変向部とは一体に形成され
ていたが、別体として形成されていてもよい。この場合、排水路の曲がる方向が異なる複
数種類の変向部のいずれかと、１種類の直進部とを組み合わせて、排水路を形成すること
が可能となる。
【００５６】
　ブロックセットのケーブル収納管路に接続される接続管は、コンクリート製のブロック
により形成されていてもよいし、合成樹脂製又は金属製等のパイプ材により形成されてい
てもよい。
【符号の説明】
【００５７】
１０　　　：ブロックセット
１１　　　：外側ブロック
１２　　　：内側ブロック
２０　　　：ケーブル収納管路
２１　　　：側壁
２１ｂ　　：切り欠け（開口部）
３０　　　：排水路
３０ａ　　：排水路（第１の排水路）
３０ｂ　　：排水路（第２の排水路）
３０ｂ１　：排水路の一端
３０ｂ２　：排水路の他端
３０ｂ６　：排水路の中央部
３０ｂ７　：側部
３３　　　：直進部
３４　　　：変向部
４０　　　：接続管
４０ａ　　：ケーブル収納管路
５１　　　：排水ブロック
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